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大阪府印刷工業組合 11
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大
阪
府
印
刷
工
業
組
合〈
秋
祭
り
〉

in H
ard Rock CAFE  O

SAKA

大阪府知事指定 伝統工芸品
「大阪張り子」

大阪のワザ！

新
た
な
挑
戦
と
想
い
の
継
承

【
が
ん
ば
っ
てM

A
SSE！

】

 

青
山
印
刷
紙
工
㈱

【
組
合
員
例
会
】例
会
運
営
委
員
会

ホームページに掲示板 「プリオのひろば」 開設！

http://osaka-pia.or.jp/

工
場
見
学
会
＆
交
流
会

㈱
ア
サ
プ
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

【
経
営
合
理
化
委
員
会
】
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「『
強
い
会
社
に
な
る
為
に
、そ
し
て

企
業
を
永
く
継
続
す
る
為
に
』〜
強

い
会
社
と
は
な
に
か
を
見
い
出
し
、次

世
代
に
自
社
が
魅
力
的
な
会
社
だ
と

思
わ
せ
て
や
る
！
〜
」を
テ
ー
マ
に
来
年

（
2
0
1
8
年
）2
月
10
日
に「PRIN

T 
N
EXT

2018

」が
大
阪
市
中
央
公

会
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。山
本
素

之
大
青
協
議
長
が
実
行
委
員
長
を

務
め
ら
れ
ま
す
。

　
大
阪
開
催
は
実
に
13
年
ぶ
り
。2
0 

0
4
年
、大
青
協
の
全
国
組
織
で
あ

る
全
国
青
年
印
刷
人
協
議
会
、全
国

印
刷
緑
友
会
、日
本
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

サ
ー
ビ
ス
工
業
会SPACE-21

、日
本

青
年
会
議
所
印
刷
部
会
の
印
刷
関

連
青
年
組
織
4
団
体
が
、印
刷
産
業

の
未
来
を
創
造
す
る
た
め
、団
体
の
枠

を
越
え
た
全
国
的
合
同
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
東
京
で「PRIN

T
4

」が
開
催
さ

れ
た
の
が「PRIN

T
N
EXT

」の
原

点
で
す
。

　

翌
2
0
0
5
年
、大
阪
で
開
催
さ

れ
た
第
２
回「PRIN

T
4

」は
、作
道

孝
行
現
大
印
工
組
理
事
長
が
実
行

委
員
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、名
称
を「PRIN

T
N
E 

XT

」に
刷
新
し
、2
年
に
1
度
、ト
レ

ン
ド
な
話
題
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、2
0
1
8
年
大
阪
開
催
に

向
け
、大
青
協
の
正
副
議
長
が
中
心

と
な
って
他
団
体
の
青
年
印
刷
人
組

織
や
、近
畿
を
は
じ
め
全
国
の
青
年

印
刷
人
組
織
と
連
携
し
、精
力
的
に

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「PRIN

T N
EXT 2018

」を
と

お
し
て
、こ
の
業
界
の
未
来
創
造
の
た

め
に
切
磋
琢
磨
す
る
若
い
仲
間
た
ち

の
想
い
を
知
り
、共
に
刺
激
や
気
づ
き

を
受
け
、印
刷
工
業
組
合
全
体
で
未

来
を
考
え
る
機
会
と
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

1

大
阪
府
印
刷
工
業
組
合

常
務
理
事  

安
平 

健
一

PRIN
T N
EXT

2018

今月号の表紙

今月号の用紙

大阪のワザ！「大阪の伝統工芸品」シリーズ（8）

「大阪張り子」
お お さ か は り こ

主な産地：柏原市
主な製品：張り子の虎、だるま、面、獅子頭、天神、
　　　　  十二支干支、張り子人形 など

「張り子」とは、物の形を木型で作り、それに和紙を貼り
重ね、糊が乾いてから木型を抜き取った紙人形のこと。
室町時代に中国から伝わり、江戸初期には、京都と大阪
が二大産地に。今も、虎やだるま、お面など多くの種類
が手作りされており、一体ずつ形や表情が微妙に異な
るのも魅力とあって、多くの人に親しまれています。
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大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
の
平
成
29
年

度
第
２
回
組
合
員
例
会
が
、9
月
20
日

（
水
）午
後
7
時
よ
り
、本
町
の
ハ
ー
ド
ロッ

ク
カ
フ
ェ
大
阪
に
て
、1
6
3
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
例
会
は
、①
広
く
社
員
の
皆
さ

ま
や
お
取
り
引
き
先
に
も
、日
頃
、大
印
工

組
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か

を
知
って
い
た
だ
く
。②
組
合
員
活
動
を

通
じ
て
、で
き
る
だ
け
多
く
の
人
と
交
流

を
も
って
い
た
だ
き
た
い
、と
い
う
家
田
委

員
長
の
強
い
想
い
か
ら
、今
ま
で
と
は
違
っ

た
催
し
を
実
施
し
よ
う
と
、山
本
隆
之
副

委
員
長
が
中
心
と
な
り
、例
会
運
営
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
で
会
議
を
重
ね
計
画
し
た
。

例会レポート

主催：例会運営委員会
開催：平成29年9月20日（水） 19：00～21：00  ハードロックカフェ大阪

会場風景

◆
第
1
部 

組
合
員
例
会 

　
「Sound

G
raphities

（
バ
ン
ド

名
）」に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
後
、奥

村
委
員
の
司
会
に
よ
り
、第
1
部
が
始

ま
っ
た
。参
加
者
全
員
起
立
し
、バ
ン
ド
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
ア
カ
ペ
ラ
に
よ
る
国
歌
斉

唱
が
あ
っ
た
。続
い
て
、池
下
委
員
が『
印

刷
産
業
人
綱
領
』を
読
み
上
げ
た
。

　
そ
の
後
、作
道
理
事
長
か
ら
、「
今
回
は

初
め
て
、ハ
ー
ド
ロッ
ク
カ
フ
ェで
例
会
を

開
催
す
る
が
、運
営・企
画
は
例
会
運
営

委
員
会
が
会
議
を
重
ね
、ど
う
し
た
ら
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
を
十
分
に

検
討
し
、今
回
の
開
催
に
至
っ
た
。委
員
の

皆
さ
ん
の
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。今

日
の
目
的
は
、ま
ず
、大
印
工
組
が
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、ど
う
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
理
解
し
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
。ま
た
、初
め
て
参
加
さ
れ
た
方

に
組
合
員
例
会
の
雰
囲
気
を
味
わって
も

ら
い
、知
り
合
い
を
増
や
し
て
も
ら
い
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
も
ら
い
た
い
。な

か
な
か
一
社
で
お
客
さ
ま
の
要
望
に
応
え

る
こ
と
が
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
き
て
い

る
。そ
こ
で
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
、企

業
連
携
で
あ
る
。組
合
員
が
チ
ー
ム
と
し

て
連
携
し
て
欲
し
い
」と
の
話
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、各
委
員
会
よ
り
以
下
に
つ
い

て
告
知
が
あ
っ
た
。

・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会（
山
本
委
員
長
）

　
次
回
開
催
セ
ミ
ナ
ー

・経
営
合
理
化
委
員
会（
石
川
委
員
長
）

　
作
道
印
刷
㈱
工
場
見
学
会

・組
織
サ
ー
ビ
ス
委
員
会（
山
崎
委
員
長
）

　
労
務
セ
ミ
ナ
ー

・広
報
特
別
委
員
会（
木
原
委
員
長
）

　
第
2
回
女
子
会

・大
阪
青
年
印
刷
人
協
議
会（
山
本
議
長
）

　
全
青
協
の
ブ
ロッ
ク
協
議
会（
和
歌
山
）、

　PRIN
T N
EXT 2018

司会の奥村委員池下委員

平成29年度 第2回 組合員例会（第1部）

大阪府印刷工業組合 〈秋祭り〉
in Hard Rock CAFE OSAKA

◆
第
2
部 

　
第2

部
は
、例
会
運
営
委
員
会 

家
田

委
員
長
の
開
会
挨
拶
で
、始
ま
っ
た
。｢

今

回
の
主
役
は
社
員
の
皆
さ
ま
で
あ
る
。今

回
は
参
加
者
の
う
ち
女
性
が30

数
％
と

多
数
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。ま
ず
、

自
己
紹
介
し
、名
刺
交
換
し
て
交
流
を

深
め
て
頂
き
た
い｣

と
の
話
が
あ
っ
た
。

　

5

分
間
の
名
刺
交
換
タ
イ
ム
の
後
、東

條
副
理
事
長
よ
り
、乾
杯
の
発
声
が
あ

り
、１st 

Stage

の
バ
ン
ド
音
楽
を
楽
し

み
な
が
ら
、食
事
タ
イ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。約30

分
の
食
事
タ
イ
ム
の
後
、ハ
ー

ド
ロッ
ク
カ
フェ
女
性
店
員
に
よ
り
、誕
生

日
企
画
と
し
て
、9

月
生
ま
れ
の
参
加
者

全
員
に
、ス
テ
ー
ジ
登
壇
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

あ
っ
た
。そ
し
て
、作
道
理
事
長
か
ら
ハ
ー

ド
ロ
ッ
ク
カ
フ
ェ
の
シ
ョッ
ト
グ
ラ
ス
が
全

員
に
贈
呈
さ
れ
た
。そ
の
後
、満
谷
委
員

の
司
会
で
、メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
。名
刺
交
換
枚
数
が一番
多
かっ
た
人
に

協
賛4

社(

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
㈱
、リ
コ
ー

ジ
ャ
パ
ン
㈱
、コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
ジ
ャ
パ
ン

㈱
、キ
ヤ
ノ
ン
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
プ
リ
ン

テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
）か
ら
提
供
し
て

頂
い
た
豪
華
商
品
が
贈
ら
れ
た
。優
勝

は
、39

名
と
名
刺
交
換
し
たKAM

IX

㈱

の
田
川
氏
が
獲
得
し
た
。そ
の
後
、じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
が
あ
り
、レ
ス
タ
ー
工
業
㈱
の

溝
口
氏
、富
士
精
版
印
刷
㈱
の
森
本
氏

に
商
品
券
が
贈
呈
さ
れ
た
。

2nd Stage

で
は
、バ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
前
に

集
ま
り
、思
い
思
い
に
踊
っ
て
い
る
人
、席

に
着
い
て
し
み
じ
み
音
楽
を
聴
き
入
っ
て

い
る
人
、会
話
を
し
て
い
る
人
、食
事
を
し

て
い
る
人
そ
れ
ぞ
れ
が
、秋
祭
りin ﾊｰﾄﾞ

ﾛｯｸｶﾌｪ osaka

を
楽
し
ん
だ
。約30

分

の2nd Stage

が
終
わ
り
、ア
ン
コ
ー
ル1

曲
演
奏
後
、最
後
に
浦
久
保
副
理
事
長

が
閉
会
挨
拶
し
、午
後9

時
に
終
了
し

た
。

作道孝行理事長家田裕光委員長山本順也委員長

浦久保康裕副理事長 山崎一彦委員長木原浩二委員長東條秀樹副理事長の乾杯発声

石川泰雄委員長

山本議長と大青協の役員の皆様
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◆
第
2
部 

交
流
会 

　
第
2
部
は
、例
会
運
営
委
員
会
家
田

委
員
長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。｢

今

回
の
主
役
は
社
員
の
皆
さ
ま
で
あ
る
。今

回
は
参
加
者
の
う
ち
女
性
が
20
数
％
と

多
数
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。ま
ず
、

自
己
紹
介
し
、名
刺
交
換
し
て
交
流
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い｣

と
の
話
が
あっ
た
。

　
5
分
間
の
名
刺
交
換
タ
イ
ム
の
後
、東

條
副
理
事
長
よ
り
乾
杯
の
発
声
が
あ
り
、

1stStage

の
バ
ン
ド
音
楽
を
楽
し
み
な

が
ら
、食
事
タ
イ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
約
30
分
の
食
事
タ
イ
ム
の
後
、ハ
ー
ド

ロッ
ク
カ
フェの
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、誕

生
日
企
画
と
し
て
、9
月
生
ま
れ
の
参
加

者
全
員
に
、ス
テ
ー
ジ
登
壇
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
あ
っ
た
。そ
し
て
、作
道
理
事
長
か
ら

ハ
ー
ド
ロッ
ク
カ
フェの
シ
ョッ
ト
グ
ラ
ス
が

全
員
に
贈
呈
さ
れ
た
。

 

そ
の
後
、満
谷
委
員
の
司
会
で
、メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。名
刺
交
換
枚
数

が
一
番
多
か
っ
た
人
に
協
賛
4
社(

富
士

ゼ
ロッ
ク
ス
㈱
、リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
、コ
ニ

カ
ミ
ノ
ル
タ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
、キ
ヤ
ノ
ン
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
ズ

㈱
）か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
豪
華
商

品
が
贈
ら
れ
た
。優
勝
は
、39
名
と
名
刺

交
換
し
た
K
A
M
I
X
㈱
の
田
川
氏
が

獲
得
し
た
。

　
ま
た
そ
の
後
、じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
が
あ

り
、レ
ス
タ
ー
工
業
㈱
の
溝
口
氏
、富
士
精

版
印
刷
㈱
の
森
本
氏
に
商
品
券
が
贈
呈

さ
れ
た
。

　2nd
Stage

で
は
、バ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ

前
に
集
ま
り
、思
い
思
い
に
踊
っ
て
い
る

人
、席
に
着
い
て
し
み
じ
み
音
楽
を
聴
き

入
って
い
る
人
、会
話
を
し
て
い
る
人
、食

事
を
し
て
い
る
人
、そ
れ
ぞ
れ
が「
秋
祭
り

in
H
ard

Rock
C
A
FE
O
SA
KA

」

を
楽
し
ん
だ
。約
30
分
の2nd

Stage

が

終
わ
り
、ア
ン
コ
ー
ル
1
曲
演
奏
後
、最
後

に
浦
久
保
副
理
事
長
が
閉
会
挨
拶
を
行

い
、午
後
9
時
に
終
了
し
た
。

（
報
告
／
例
会
運
営
委
員
会 

長
野
陽
一
）

名刺交換

食事タイム

交流会夫婦で参加しました

Sound Graphities

ダンシングタイム例会運営委員会のメンバー

会場風景

じゃんけん大会にて

例会レポート 平成29年度 第2回 組合員例会（第2部）



6PRI・O  2017.11

　
８
月
２５
日（
金
）午
前
１０
時
３０
分
に
参

加
者
４０
名
が
新
大
阪
駅
に
集
合
。工
場

見
学
会
と
交
流
会
が
行
わ
れ
る
三
重
県

桑
名
市
に
向
け
バ
ス
は
出
発
し
た
。途
中
、

御
在
所
S
A
に
立
ち
寄
り
、昼
食
休
憩
を

取
り
、１３
時
３０
分
に
株
式
会
社
ア
サ
プ
リ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
様
に
到
着
。

　
石
川
委
員
長
の
挨
拶
の
あ
と
、「
経
営

理
念
の
共
有
と
見
え
る
化
に
よ
る
経
営
管

理
」に
つ
い
て
株
式
会
社
ア
サ
プ
リ
ホ
ー
ル

デ
ィン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
松
岡
祐
司

様
よ
り
講
義
を
い
た
だ
い
た
。

１
．「
経
営
理
念
の
共
有
」

●

私
達
は
、ア
サ
プ
リ
グ
ル
ー
プ
全
社
員
の

　幸
せ
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、地
域・社

　会
の
進
歩
の
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。

●

お
客
様
第
一
主
義
を
貫
き
、私
た
ち
は

　印
刷
を
コ
ア
と
し
た
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

　サ
ポ
ー
ト
業
を
通
し
て
、お
客
様
の
信
頼

　と
期
待
に
応
え
お
役
に
立
ち
ま
す
。

２
．「
見
え
る
化
に
よ
る
経
営
管
理
」

●

部
門
ご
と
の
ジ
ョ
ブ
単
位
で
の
付
加
価

　値・利
益
を
数
値
化
し
、コ
ス
ト
を
意
識

　さ
せ
る
。

●

付
加
価
値・利
益
を
部
門
ご
と
や
個
人

　の
目
標
に
設
定
、日
次
で
進
捗
状
況
を

　管
理
さ
せ
る
。

●

付
加
価
値・利
益
を
目
標
と
し
て
設
定

　し
て
い
る
の
で
、長
時
間
働
い
た
人
で
は
な

　く
、会
社
の
利
益
や
部
門
に
貢
献
し
た
人

　が
評
価
さ
れ
る
人
事
も
行
って
い
る
。

（株）アサプリホールディングス工場見学会&交流会（1日目）

見える化から始める収益改善
～経営理念を共有～

３
．マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大

●

社
長
と
し
て「
未
来
の
夢
の
種
」を
見
つ

　け
る
た
め
、社
外
で
の
活
動
を
積
極
的
に

　展
開
。

●

グ
ル
ー
プ
会
社
の
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ

　ル
の
広
大
な
遊
休
地
で
の
太
陽
光
事
業
。

　
こ
の
よ
う
に
大
き
く
３
つ
の
要
項
に
分

け
て
お
話
し
い
た
だ
き
、そ
の
後「
見
え
る

化
」の
実
践
現
場
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
見
学
し
た
。現
場
に
は
部
門
ご
と
の
目

標
数
値
が
掲
示
さ
れ
て
お
り
、社
員一人

ひ
と
り
の「
見
え
る
化
」に
対
す
る
意
識

が
高
く
、全
社
員
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
た
。「
見
え
る
化
」は
、現
状

の
仕
事
を
見
直
し
、一つ
ひ
と
つ
の
仕
事
を

値
決
め（
価
格
設
定
）を
し
て
か
ら
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、収
益
を
改
善
さ
せ
る
素

晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
と
参
加
者

全
員
が
認
識
。質
疑
応
答
で
も
健
全
経

営
に
取
り
組
む
熱
意
が
感
じ
ら
れ
、見
学

会
は
終
了
と
なっ
た
。

　
交
流
会
は
、湯
の
山
温
泉「
彩
向
陽
」

で
行
わ
れ
、松
岡
社
長
に
も
引
き
続
き
ご

参
加
い
た
だ
き
、井
下
委
員
の
乾
杯
発
声

で
勢
い
よ
く
懇
親
会
が
開
始
。経
営
に
対

す
る
話
で
熱
く
語
り
合
い
、親
交
を
深
め

て
いっ
た
。最
後
に
東
條
副
理
事
長
の
中

締
め
に
て
当
日
の
総
括
の
言
葉
を
頂
戴

し
、お
開
き
と
なっ
た
。

（
報
告
／
経
営
合
理
化
委
員
会 

桐
山
篤
人
）

交流会風景 集合写真
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開催：8月25日（金）10：30～ 株式会社アサプリホールディングス

経営合理化委員会（工場見学会＆交流会）

セミナー風景

◆
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計 （
回
答
者
25
名
）

⑴ 

今
回
の
工
場
見
学
会
全
般
つ
い
て

● 

有
益 【
15
】

● 

や
や
有
益 【
8
】

● 

普
通 【
1
】

● 

や
や
も
の
足
り
な
い 【
1
】

● 

も
の
足
り
な
い 【
0
】

⑶ 「
見
え
る
化
」の
実
践
工
場
見
学
に
つ
い
て

● 

有
益 【
16
】

● 

や
や
有
益 【
7
】

● 

普
通 【
2
】

● 

や
や
も
の
足
り
な
い 【
0
】

● 

も
の
足
り
な
い 【
0
】

⑵ 「
見
え
る
化
」の
勉
強
会
は
理
解
で
き
ま
し
た
か
？

● 

理
解
で
き
た 【
12
】

● 

や
や
理
解
で
き
た 【
12
】

● 

普
通 【
1
】

● 

や
や
分
か
り
に
く
い 【
0
】

● 

分
か
り
に
く
い 【
0
】

※
⑷
〜
⑹
は
回
答
の
一
部
を
抜
粋
し
て
掲
載

【
　
】内
は
回
答
者
数

⑷ 

今
回
受
講
し
て
気
づ
い
た
こ
と
、

　 

身
に
つ
い
た
こ
と
な
ど
　

・経
営
者
の
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わって
き
ま
し
た
。

・社
員
全
員
が
日
々
利
益
を
意
識
し
な
が
ら
仕
事
を

　し
て
い
る
の
が
凄
い
と
思
い
ま
し
た
。当
社
も
こ
の

　よ
う
な
環
境
を
作
れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
で
す
。

・全
社
を
巻
き
込
む
こ
と
。ど
こ
ま
で
業
務（
作
業
）と

　し
て
簡
素
化
で
き
る
か
が
肝
心
。

・「
見
え
る
化
」に
よ
る
社
員
の
時
間
に
対
す
る
コ
ス
ト

　意
識
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

・社
員
一
人
ひ
と
り
が
経
営
者
意
識
を
持
ち
、能
動
的

　に
仕
事
を
し
て
い
る
。

・社
員
に
見
や
す
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
す
ご
い
と
思

　い
ま
す
。意
識
改
革
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

・案
件
ご
と
に
経
費
扱
い
と
思
わ
れ
る
項
目
も
原
価

　に
落
と
し
込
ん
で
い
る
。項
目
ご
と
に
コ
ス
ト
意
識

　が
高
ま
り
収
益
改
善
に
貢
献
す
る
と
感
じ
ま
し
た
。

・目
標
の
精
査
が
き
っ
ち
り
し
て
お
り
、そ
の
こ
と
を

　通
し
て
社
員
の
意
識
を
高
め
て
い
る
と
感
じ
た
。自

⑸ 

今
回
の
内
容
で「
も
う
少
し
こ
う
す
れ
ば

　 

良
か
っ
た
の
で
は
？
」と
い
う
点
な
ど

・実
際
に「
見
え
る
化
」さ
れ
て
い
る
社
員
の
方
々
の

　意
見
や
感
想
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
場
が
欲

　し
か
っ
た
。

・研
修
部
分
が
少
な
く
、物
足
り
な
い
感
じ
で
す
。

・時
間
的
余
裕
が
少
な
く
、や
や
あ
わ
た
だ
し
か
っ
た

　と
思
い
ま
す
。

・ど
う
し
て
も
中
堅
以
上
の
規
模
に
対
す
る
内
容
に

　な
る
の
で
小
規
模
事
業
の
方
々
へ
の
内
容
も
入
れ

　た
方
が
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

⑹ 

今
後
の
工
場
見
学
会
に
対
し
て
の
ご
意
見・ご
希
望
な
ど

・年
に
一
度
は
、こ
う
いっ
た
企
画
は
大
賛
成
で
す
。

・工
場
見
学
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

　を
当
社
の
幹
部
に
も
聴
か
せ
た
い
と
思
い
ま
す
の

　で
大
阪
で
セ
ミ
ナ
ー
の
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
け
る

　と
う
れ
し
い
で
す
。

・魅
力
的
な
会
社
見
学
の
企
画
を
お
願
い
し
ま
す
。

・印
刷
に
関
連
し
た
企
業（
紙・イ
ン
ク・木
型
な
ど
）の

　見
学
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

　社
に
も
に
取
り
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

・「
見
え
る
化
」が
今
後
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い
く
と

　い
う
こ
と
。

・ク
レ
ー
ム
だ
け
で
な
く
お
褒
め
の
言
葉
な
ど
も「
見

　え
る
化
」さ
れ
て
い
た
の
で
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
作

　業
を
す
る
時
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
よ
い

　と
感
じ
ま
し
た
。

・印
刷
業
の
方
向
性
が
見
え
ま
し
た
。

・キ
チ
ン
と
し
た
会
社
の
料
金
や
単
価
を
決
め
て
ル
ー

　ル
作
り
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

・収
益
改
善
の
た
め
に
は
す
べ
て
対
応
で
き
る
か
検

　討
が
必
要
で
す
が
、「
見
え
る
化
」を
実
践
し
て
い
き

　た
い
と
思
い
ま
し
た
。

・以
前
、松
岡
社
長
の
セ
ミ
ナ
ー
を
聞
き
ま
し
た
が
、

　今
回
は
実
際
に
会
社
を
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

　「見
え
る
化
」に
つ
い
て
よ
り
一
層
理
解
で
き
ま
し
た
。
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前
日
の
株
式
会
社
ア
サ
プ
リ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
松
岡
社
長
を
囲
ん
で
の
稲
盛

流
コ
ン
パ
が
終
わ
っ
た
の
は
深
夜
0
時
過

ぎ
。そ
の
お
酒
が
抜
け
き
ら
な
い
ま
ま
、ゴ

ル
フ
組
は
8
時
10
分
に
旅
館
を
出
発
、菰

野
倶
楽
部
ジ
ャッ
ク・ニ
ク
ラ
ウ
ス
コ
ー
ス

に
向
かっ
た
。

　
当
コ
ー
ス
は
ゴ
ル
フ
界
の
帝
王
ジ
ャッ

ク・ニ
ク
ラ
ウ
ス
が
設
計
、日
本
で
初
め
て

帝
王
ジ
ャッ
ク・ニ
ク
ラ
ウ
ス
の
名
を
冠
し

た
コ
ー
ス
で
、実
際
に
帝
王
が
プ
レ
ー
し

た
写
真
も
飾
ら
れ
て
い
た
。

　
今
回
は
、5
組
20
名
の
参
加
と
なっ
た
。

さ
す
が
帝
王
が
設
計
し
た
コ
ー
ス
、見
た

目
は
非
常
に
綺
麗
な
コ
ー
ス
に
見
え
る

が
、池
が
巧
み
に
配
置
さ
れ
、フ
ェ
ア
ウ
ェ

イ
も
狭
く
、非
常
に
戦
略
的
な
コ
ー
ス
と

い
う
印
象
。ま
た
、グ
リ
ー
ン
も
傾
斜
と

芝
目
の
組
み
合
わ
せ
で
、非
常
に
ラ
イ
ン

が
読
み
づ
ら
い
グ
リ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
苦
戦
が
予
想
さ

れ
る
な
か
、9
時
3
分
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
いっ
た
。天
気
は
良
好
、あ
ひ
る
や
鴨
が

エ
サ
を
求
め
て
テ
ィ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
寄
っ

て
く
る
と
い
う
、微
笑
ま
し
い
光
景
も
見

ら
れ
た
。

　
プ
レ
ー
終
了
後
、表
彰
式・会
食
を
行

い
、観
光
組
と
合
流
す
る
予
定
だっ
た
が
、

観
光
組
の
到
着
が
予
想
外
に
早
か
っ
た

た
め
、表
彰
式
は
急
遽
バ
ス
の
中
で
執
り

行
う
こ
と
と
なっ
た
。

　
足
元
が
不
安
定
な
状
況
で
、根
間

リ
ー
ダ
ー
が
司
会
を
務
め
、ニ
ア
ピ
ン・ド

ラ
コ
ン
の
発
表
か
ら
始
ま
り
、順
位
は
下

位
か
ら
発
表
。2
位
準
優
勝
は
国
際
印

刷
工
業
の
古
門
専
務
、栄
え
あ
る
優
勝
は

S
E
I
U
N
D
O
の
田
畑
社
長
と
、北
支

部
ワ
ン
ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
に
。つ
い
で
に
、

3
位
は
私（
川
畑
副
委
員
長
）で
、何
と
北

支
部
が
上
位
独
占
と
な
っ
た
。そ
し
て
、ベ

ス
グ
ロ
賞
は
78
と
い
う
素
晴
ら
し
い
ス
コ

ア
を
出
さ
れ
た
今
回
の
事
業
リ
ー
ダ
ー
で

も
あ
る
㈱
東
宝
紙
器
の
吉
田
社
長
が
獲

得
さ
れ
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、コ
ー
ス
も
非
常
に

素
晴
ら
し
く
、ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
な
く
無

事
ゴ
ル
フ
が
終
了
し
、バ
ス
の
中
で
の
表
彰

式
と
い
う
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
状
況
で
あ
っ

た
が
、根
間
リ
ー
ダ
ー
の
名
司
会
に
よ
り
、

と
て
も
盛
り
上
がっ
た
。

（
報
告
／
経
営
合
理
化
委
員
会 

川
畑
利
之
）

交流会（2日目）8月26日（土）／ゴルフ組

菰野倶楽部ジャック・ニクラウスコース
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8
月
26
日（
土
）交
流
会
2
日
目
の
観

光
組
は
、旅
の
思
い
出
は
出
発
か
ら
と
い

う
こ
と
で
、宿
舎
前
で
記
念
撮
影
を
行

い
、昨
夜
の
宴
会
で
高
め
た
結
束
力
を
よ

り
一
層
高
め
、総
勢
16
名
に
て「
徳
川
美

術
館
」へ
と
向
かっ
た
。

　
当
館
で
は
、「
天
下
人
の
城

－

信
長
・

秀
吉・家
康
」の
企
画
展
を
中
心
に
、尾
張

徳
川
家
伝
来
の
刀・甲
冑・茶
器
と
いっ
た

美
術
品
を
鑑
賞
時
間
が
不
足
す
る
方
も

出
る
く
ら
い
堪
能
し
、併
設
さ
れ
て
い
る

「
日
本
料
理
宝
善
亭
」に
て
談
笑
を
交
え

交流会（2日目）8月26日（土）／観光組

徳川美術館・トヨタ博物館

な
が
ら
、豪
華
な
昼
食
に
舌
鼓
を
打
ち
、一
行

は
次
の
観
光
地
の「
ト
ヨ
タ
博
物
館
」へ
。

　
本
館・新
館
と
合
わ
せ
て
世
界
の
車
約

1
6
0
台
を
中
心
に
、自
動
車
誕
生
以
来

の
歴
史
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、青
春
時
代

を
思
い
出
し
奇
妙
な
笑
み
を
浮
か
べ
な
が

ら
鑑
賞
さ
れ
る
方
、ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
を
見

て
胸
を
躍
ら
せ
て
い
る
方
な
ど
、楽
し
い
時

間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、観
光
組
の

全
行
程
が
終
わ
り
、ゴ
ル
フ
組
と
合
流
す

る
た
め
、ゴ
ル
フ
場
へ
と
バ
ス
を
走
ら
せ
た
。

　
帰
り
の
車
中
で
は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
結

果
発
表
・
表
彰
式
あ
り
、各
委
員
会
報

告
あ
り
で
、大
い
に
盛
り
上
が
り
、最
後

に
、経
営
合
理
化
委
員
会
恒
例
と
な
って

い
る
参
加
者
の
2
日
間
の
貴
重
な
ご
意

見・ご
感
想
を
頂
戴
し
て
、19
時
20
分
に

新
大
阪
駅
に
到
着
。今
事
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徳川美術館日本料理 宝善亭

トヨタ博物館

観光に参加の皆さまゴルフに参加の皆さま

ベスグロ賞の吉田氏

第2位の古門氏

第3位の川畑

優勝の田畑氏

経営合理化委員会（工場見学会＆交流会）
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日　時：９月１２日（火） １８時～１９時５０分
場　所：大阪印刷会館 4階大会議室
出席者：東條副理事長、他１０名（欠席者５名）

１．副理事長・委員長挨拶
　東條副理事長・石川委員長から挨拶が行
われた。

２．討議事項
（１）２月チーム「外国人技能実習について」
　石川委員長より2月チームの事業につい
て説明を行った。引き続き、2月15日にセミ
ナーをお願いしている協同組合グローバ
ルリンクの瀧田氏から別紙資料をもとに以
下の説明があった。
〈技能実習制度〉
●経済発展・産業振興の担い手となる外国
人の人材育成を行うために先進国の進ん
だ技能・技術・知識などを修得させようとす
るニーズがある。
●技能実習生へ技能などの移転を図り、そ
の国の経済発展を担う人材育成を目的と
したもので、我が国の国際協力・国際貢献
の重要な一翼を担っている。
●民間レベルの国際貢献である。「日本の
技術を教えてあげる」ことで、「国際貢献の
社会的使命を果たしている」という誇りを
もって仕事に向きあうことができる。
　技能実習制度活用のメリットは、技能実
習生は「やる気」「根性」があり、あわせて「向
上心旺盛」の方が多く、決められた3年間で
技術習得に励むため、「社内が活性化され
た」と企業の担当者からよく伺っている。技
能実習生を受け入れる際、「文化の違い」
「生活習慣の違い」「勘違いなどからくる相
互不信」になることや精神面では、コミュニ

ケーション不足からくるストレスなどに繋
がってくるので注意していただきたい。あ
わせて、「賃金の未払い」「労働基準法に反
する行為」などで入関管理が厳しくなって
きているなか、担当者としても実習生を取
り巻く環境整備ができている企業に入社し
てもらいたいと思っている。
　その後、出席委員より意見交換が行わ
れた。

（２）８月チーム「工場見学会＆交流会」実施
　報告・アンケートについて
　吉田リーダーより８月チームの事業が
大成功で無事終了した旨の報告並びに、
アンケート結果が有益であった旨の報告
を行った。

（３）経営合理化委員会各グループ討議

（桐山リーダー）
　セミナー当日は委員全員、作道印刷㈱様
に13時集合でお願いしたい。
　引き続き、11月チームの工場見学会の
役割分担について下記の報告を行った。レ
ジュメなどについては作道印刷㈱様に訪
問して確認を行い、セミナー終了後の反省
会についてはメール連絡する予定である。

実行委員長：桐山リーダー、司会：吉田リー
ダー、記録/写真：小橋委員（記録）/鎌田委
員（写真）、当日資料・備品・受付：事務局、最
寄駅から会場までの誘導：根間リーダー・原
田委員・森本委員、広報担当：委員全員、挨
拶：川畑副委員長（開会）/石川委員長（閉会）

（溝口リーダー）【熊谷グループ所属】
・2月チームのセミナーは平成30年2月15
　日(木)18時から大阪印刷会館で開催する。
・参加費は組合員2,000円、その他・一般
　3,000円とし、パネルディスカッション形式
　で進行する。
・冒頭に委員長から今回の主旨などを含み
　5～10分程度お話ししていただく。

・司会者から協同組合グローバルリンク様
　を紹介し、その事業内容をプロジェクター
　を使って、約15分説明を行う。
・パネラーには自社における技能実習生の
　取り組みを写真・動画に撮り、1人5分程度
　での紹介をお願いする。
・最後に協同組合グローバルリンク様にト
　ラブル事例並びに採用の流れについて
　10分程度の説明をお願いし、質疑応答を
　約15分とって、セミナーはトータル2時間
　で終了する。
　引き続き、2月チームの役割分担につい
て下記の報告を行った。

実行委員長：熊谷リーダー、司会兼コーディ
ネーター：溝口リーダー、記録/写真：次回の
委員会で決定予定、案内作成：溝口リー
ダー、印刷：熊谷リーダー

３．報告依頼事項（事務局より）
（１）組合員例会の案内
（２）印刷産業人ゴルフ大会の案内
　事務局の大喜多より資料の説明と共に
詳細な報告を行った。

４．その他
（１）第４回経営合理化委員会案内
　事務局の大喜多より資料をもとに報告。
（２）佐々木専務理事より、ＪＰ印刷産業展協
会が9月19日に開催するセミナーに8月事
業でお世話になった松岡社長が講演され
る旨と、ぜひ参加願いたいとの要請があっ
た。

　以上ですべての議事を終了し、19時50
分に閉会した。

〈次回日程〉
日時：１０月１６日（月） １８時より
場所：大阪印刷会館 ４階大会議室

（報告：大印工組事務局）

平成２９年度 第3回 経営合理化委員会

今後の事業について
討議
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平成２９年度 第7回 例会運営委員会

組合員例会（9/20・11/21）
について討議

委員会レポートINFORMATION

日　時：8月28日（月） 18時～20時10分
場　所：大阪印刷会館 3階会議室
出席者：浦久保副理事長・家田委員長
　　　 他14名（欠席者1名）　

討議事項
（１）平成29年度 第２回 組合員例会について
　（H29.9.20開催）
〈日時：平成２９年９月２０日（水）１９：００～２１：００
（受付１８：３０～） 場所：ハードロックカフェ大
阪（大阪市中央区）〉
　協議前に浦久保副理事長からの女性や
若手社員の参加を促す理由についての「例
会部分は組合のことを知らない人達にとっ
て違和感はないのか。ハードロックカフェで
開催する必然性、女性を2,000円にするの
はなぜか」との問いかけに対し、家田委員
長より「いつも太閤園で開催する組合員例
会は内容が難くコミュニケーションがとり
づらい。今回は難い例会ではなく、あくまで
交流、幅広い人に来てもらいやすくするた
めの例会だと考えている。普段なかなか参
加できない社員の方にも組合活動を知っ
ていただきたい。あとは違う会社の社員同
士の交流を図っていただきたい」と発言が
あった。今井委員より「個人的な意見だが、
委員会は男性が多く、女性ならではの細や
かな目線を取り入れる工夫など、これから
大事になってくる。女性の参加は必要だと
思う。そのためにはまず参加をしていただ
きたい」と述べた。
　その後、各委員より「第1部の例会部分

は、従来どおりの説明ではなく、社員でもわ
かるような説明を取り入れる（大印工組の
取り組みなど）」、「オーナーばかりの動員で
はない例会」、「ハードロックカフェだから社
員を誘いやすい雰囲気がある」、「音楽を単
純に楽しんでゲームはなくてもよいと思
う」、「社員とのコミュニケーションを図る」な
ど様々な意見があり、家田委員長より「今
回の例会は、いつもの難いイメージの例会
とは違い“音楽と交流”ということで、オー
ナーや社員が楽しんでいただける音楽イ
ベントを企画し、そのなかでオーナーや社
員同士の人と人との交流、懇親を各自楽し
んで欲しい」と発言があった。その後、当日
のタイムスケジュールや交流内容の協議
に移った。

【組合員例会タイムスケジュール】（予定）
〈例会運営委員 現地集合時間１７時〉
第1部19：00オープニング演奏（インストゥ
ルメンタル）⇒19：03 国歌斉唱（ヴォーカル
のアカペラ）・印刷人綱領⇒19：05 理事長
挨拶・３委員会の発表⇒19：20　
第２部 開会挨拶・事前に名刺交換タイムに
ついて説明（家田委員長）・乾杯の発声（三
役）⇒19：25演奏タイム①（食事タイム）⇒
19：55名刺交換タイム（約20～30分BGM
を少しボリュームを落として流す）⇒20：15
～20：50 演奏タイム②20分～３０分（20：
30ドリンクオーダーストップ）⇒20：50 閉
会挨拶（浦久保副理事長）⇒20：55終了
　バンド演奏や席決めなどについては下
記のとおりとなった。
◆生バンド演奏は約30分の２ステージで
音楽の選曲・演奏中のMCについては、バ
ンドにお任せする。ただ演奏タイム①（前
半）は食事タイムに適したゆっくりした音楽

にし、２０分過ぎくらいは徐々に盛り上げる
音楽でお願いする。演奏タイム②（後半）
は、盛り上げる音楽で終了。終了後のアン
コールなし。バンドの休憩時間は20分でい
いのかは確認する。バンド休憩中は、店内
のBGMで対応（20～30分）。
◆席決めについては、会社内の担当業務
別・世代などを事前に参加者にアンケート
をとったうえで次回の委員会にて決定す
る。担当業務種別は、「製造・事務・営業・企画
デザイン」の４項目にてアンケートをとる。
◆名刺交換タイムについては、名刺を持っ
ていない方もいるので、持っていない方
は、名前・会社名を書ける名刺を用意して
使用してもらう。その際、テーブルに名刺と
ボールペンを置いておく。最低３人との交
換をお願いするなどルールを決める。音楽
を聴きながらでも名刺交換はできる。
◆第1部例会の委員会発表の３委員会につ
いては、家田委員長から各委員長へお願い
をする。
◆申込締切日は９月１１日（月）まで。
◆９月誕生日企画は交流企画の前にする。

　最後に家田委員長より「８月号のPRI・Oに
チラシを同封しているが、集客力が弱いの
で今週中に開催案内をFAXし、その後、各
支部にて周知活動をしていただき、動員に
つなげたい」と委員に協力を呼びかけた。
　以上で議事は終了し、２０時１０分に閉会
となった。

〈次回日程〉
日時：9月11日（月） 18時より
場所：大阪印刷会館 ３階会議室

（報告：大印工組事務局）

日　時：9月11日（月） 18時～20時10分
場　所：大阪印刷会館 3階会議室
出席者：浦久保副理事長・家田委員長
　　　 他13名（欠席者2名）　

討議事項
（１）平成29年度 第２回 組合員例会について
（H29.9.20開催）　
日時：平成２９年９月２０日（水）１９：００～２１：００
（受付１８：３０～）場所：ハードロックカフェ大
阪（大阪市中央区）
　山本副委員長より主に交流企画の名刺
交換についてのルール決めやタイムスケ
ジュールの未確定部分について協議され
た。タイムスケジュールについては、全体の
流れの確認も含め資料をもとに最終調整
をした。
●家田委員長より三役からの要望で乾杯の
発声の前に名刺交換会をすることとなり、
まずは交流のきっかけづくりとして近くの
席の方との名刺交換時間を５分程度設け
ることとなった。●誕生日企画については、
バンドの演奏なしでお店にお任せする。●国
家斉唱については、ヴォーカルのアカペラ
のみ、印刷人綱領についてはご唱和あり
で、モニターに綱領を映す。●委員会報告に
ついては、４委員会+大青協で決定。●名刺
を持っている人は自社の名刺を使用し持っ
てない人は、カードに記入して使用してい
ただく。名刺交換タイムにゲーム性を持た
せることとなった。●テーブルは職種で分け
る。営業・事務・企画デザイン・製造・フリーエ

リアの５ゾーンに分ける。フリーゾーンには
社長に座っていただく。テーブルは事前に
色分けしておく。●誕生日企画については、
何か小物を贈ることとなった。●職種が不
明の方は電話などですべて確認する。
　最終のタイムスケジュールは下記のと
おりとなった。

【組合員例会タイムスケジュール】　
19：00 オープニング演奏（インストゥルメン
タル）⇒19：03 国歌斉唱（ヴォーカルのアカ
ペラ）・印刷人綱領⇒19：05 理事長挨拶・４
委員会の発表⇒19：23 第２部開会挨拶・事
前に名刺交換タイムについて説明（家田委
員長）⇒19：26 名刺交換タイム（５分）⇒19：
31 乾杯の発声（東條副理事長）⇒19：32
演奏タイム①（食事タイム）⇒20：02 誕生
日企画⇒20：05 名刺交換タイム（約15分）
⇒20：20～20：50 演奏タイム②約３０分
（20：30ドリンクオーダーストップ）⇒20：50
閉会挨拶（浦久保副理事長）⇒20：52 終了
⇒その後、人の誘導に注意し、２１：３０の完全
撤収を徹底する。

　その後、当日の役割分担について下記
のとおり決定。ただし、各自臨機応変に対応
することとなった。
（司会）満谷幹事・奥村委員、（記録：PRI・O用
記事作成）長野委員、（写真撮影）吉田委員、
（録音）事務局、（受付）荒川委員・佐々木委
員・高橋委員、（綱領）池下委員、（プロジェク
ター操作）今井委員、（来場者誘導）小脇副
委員長・山本副委員長・堀委員、（備品用意）
事務局　
（第二部）開会挨拶／家田委員長、閉会挨拶
／浦久保副理事長 ※当日の集合時間17時
　山本副委員長より、お店の担当者を含め

た最終の現地調査をしたいとの意見があ
り、９月１４日（木）１３時３０分に現地集合し、参
加できる委員のみでお店での最終打ち合
わせをすることとなった。

（２）平成29年度第３回組合員例会について
　（H29.11.21開催）
　第３回組合員例会では、ＭＵＤグランプリ
の表彰式が行われるとの報告があった。第
1部は、組合員例会、ＭＵＤグランプリ、第2
部はセミナー、第3部は交流会の予定。た
だし、ＭＵＤグランプリ表彰式はマーケティ
ング委員会が運営する。
【日　時】平成29年11月21日（火）
17：00～21：00（約４時間）（※予定）　
【場　所】太閤園別館ガーデンルーム　
17：00～20：00　本館３階ダイヤモンド
ルーム 20：10～20：50
　セミナー講師については、浦久保副理事
長より、９月下旬に大阪で開催される日印
産連主催の「地域おこしめっせ2017」ワー
クショップセミナーの講師の中から決めて
はどうだろうかという提案があり、講師を決
めるにあたりまずは委員でセミナーに参加
し講師を決めることとなった。セミナー内容
については、次回の委員会にて最終協議す
ることになった。※「地域おこしめっせ２０１７」
（９／２７～９／２９１３時～ 大阪国際交流セ
ンター２階  ＣＤ会議室）
　以上で議事は終了し、２０時１０分に閉会
となった。

〈次回日程〉
日時：10月4日（水） 18時より
場所：大阪印刷会館 4階会議室

（報告：大印工組事務局）

平成２９年度 第6回 例会運営委員会

組合員例会（9/20）
について討議
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日　時：9月12日（火） 18時～20時10分
場　所：㈱昭和誠輝堂
出席者：山本委員長 他11名（欠席者5名）
　　　 木原常務理事

1．報告・協議事項
（１）7/27 マーケティングセミナー「マーケ
ティング戦略の正体」について
　アンケート集計結果を確認、おおむね好
評であったことを確認した。
（２）10/17 第２回マーケティングセミナー
　について
　仮題「働き方改革で強い会社へ」で作成
された案内案をもとに内容などについて
協議した。「講師プロフィールなど、情報が
乏しい」、「人材・教育の講演であり、内容と
仮タイトルがマッチしていない」などの意
見が出された。仮題の「働き方改革」の部分
は「人材育成で」に置き換え、全体も講師と
連絡を取ったうえ修正し案内することと
なった。
　当日の役割については以下のとおり決
定した。
司会…五十嵐委員／記録…平石委員／
写真…福山幹事／受付…事務局
（３）11/21 第８回MUDグランプリ表彰式
　について
　「平成29年度 第３回組合員例会」内にて
開催する標記について、当日の役割分担を
以下のとおり決定した。

司会…青山委員／賞状授与補助…高橋副
委員長・矢田委員／記録…山本委員長／
写真…福山幹事

2．委員プレゼンテーション
●平石委員（㈱昭和誠輝堂）
　自社プレゼンテ―ション
　まず㈱昭和誠輝堂工場を全員で見学、
設備や独自のスケジュール管理などを説
明してもらった。その後、会議室に戻り「顧
客が求めている真のニーズ」として、手帳
が再び伸びている傾向など「アナログ回
帰」の兆しがあり、「高級感」などの付加価値
で紙や印刷の価値を失わないのではない
か、また高齢になるにつれ紙媒体は強いな
どの平石委員の持論が述べられた。
●田畑副委員長（㈱SEIUNDO）
　自社プレゼンテ―ション
　マーケティングに関して㈱SEIUNDOで
の定義は「誰に・何を・どのように」で、商品力
をもって売り込みの必要性をなくし「唯一

無二」になるための思考や実現のための
“キモ”が紹介された。
　『会社が大きくなることは望んでおらず
目指すは強い会社であること。唯一無二の
存在になるための独壇場をつくり、それが
求められるまでのプロセス（①集客②見込
客フォロー③見極め④顧客フォロー）を的
確に行う。専門性を重んじても2社以上存
在してはダメで独自性である』

3．次回委員会開催
第６回委員会…１１月１４日（火） １８時より
「旭紙工㈱」にて

　以上で議事は終了し、山本委員長より日
印産連主催の「地域おこしめっせ2017」
（9/15 シンポジウム・9/27～30 展示会・
ワークショップ）、木原常務理事より経営合
理化委員会「作道印刷㈱経営セミナー＆工
場見学会」（11/9）の案内を行い、20時10
分に閉会となった。

（報告：大印工組事務局） 日　時：8月22日（火） 18時～20時
場　所：キヤノンプロダクションプリンティング
　　　 システムズ㈱会議室
出席者：山本委員長他８名（欠席者8名）、
　　　 アビームコンサルティング㈱本間充氏

1．デジタルマーケティング勉強会
　今回はアビームコンサルティング㈱本間
充氏を講師に迎え「デジタルマーケティン
グ」に関する勉強会を行った。ご自身が勤
務していた大手メーカーの広告戦略の事
例も交え、デジタルマーケティングとは何

かや、日本市場の動向などを解説、また今
後の印刷物の役割について持論を展開し
ていただいた。

2．報告・協議事項
（１）7/27 マーケティングセミナー「マーケ
　ティング戦略の正体」について
　アンケート集計結果を確認、おおむね好
評であったことを確認した。
（２）10/17 セミナー（教育・人材）について
　「どのような話を聞きたいか」について北
田委員より「人事領域は『採用・教育・制度・
評価・労務管理』の５つに区分されるのでは
ないか。どれ一つ欠けても機能しない」との
意見を受け、協議の末、㈱マルワ鳥原久資
氏（愛知工組副理事長）に前段別途30分の
基調講演を行ってもらうこととなった。また

全体の時間を15分延長し20時45分に終
了することを決定した。
（３）その他
　田畑副委員長より、11/2に北田委員と
東條副理事長のパネラーによる北支部セ
ミナーがあることが告知された。

3．次回委員会開催
　次回の自社プレゼンテーション担当の平
石議員より自社での開催提案があり、了承
決定された。
第5回委員会…９月１２日（火） １８時より
「㈱昭和誠輝堂」にて

　以上で議事は終了し、20時に閉会となっ
た。

（報告：大印工組事務局）

平成２９年度 第4回 マーケティング委員会

今後のセミナー
について協議

平成２９年度 第5回 マーケティング委員会

今後のセミナーや委員プレゼン
テーションについて協議

日　時：9月5日（火） 18時～19時50分
場　所：大阪印刷会館 4階会議室
出席者：岡本副理事長、山崎委員長、浦久保副
　　　 理事長  他委員18名（欠席委員3名）、
　　　 中尾労務顧問、事務局2名

報告・依頼事項
１）組合員例会の案内について、浦久保副
理事長に出席いただき、組合員例会の案
内をもとに報告および依頼を行った。
　以下の項目について、事務局大喜多から
報告および依頼を行った。
２）経営合理化委員会「経営セミナー＆工場
見学会」の案内、３）Ｊリーグ観戦（8月13日：
ガンバ大阪対ジュビロ磐田市立吹田サッ
カースタジアム）、プロ野球観戦（9月2日：阪
神対中日 甲子園）、４）高速道路ＥＴＣカード、
５）ＪＰＰＳ、６）Adobeテクニカルセミナー夏
の陣、７）平成29年度オフセット印刷作業技
能検定実技試験並びにＤＴＰ作業技能検
定、８）支部献血運動（9月5日現在）、９）各種

無料相談案内

検討事項
１）労働保険事務組合に
ついて、佐々木専務理
事から資料をもとに説
明および依頼を行い、引
き続き、中尾労務顧問
から労働保険事務組合
について説明を行った。
２）傷害保険については、
事務局大喜多からパン
フレット並びに資料をも
とに説明および依頼を行った。
※(グループ討議)…各討議事項について
は、各担当副委員長から報告を行った。
３）組織・共済関係（中原副委員長より以下
の４点について報告）
①各支部での新規加入促進運動・取り組み
など②組合員増強運動の展開（カムバック
･ミニキャンペーン･仮登録メンバー）
③共済キャンペーン④日本テクノ㈱およ
び㈱廣済堂の事業
４）交流関係（山形副委員長より以下の３点
について報告）
①ボウリング大会（案内・スケジュール・役

割分担・景品）②オリックスご優待チケット
の案内 ③今後の交流事業
５）環境・労務・教育関係（速水副委員長より
以下の３点について報告）
①労務セミナー ②教育セミナー ③環境推
進工場認定・更新
●その他
　佐々木専務理事より、先般、組合加入の
メリットを活かし脱退を防止できた旨の報
告が行われた。
　最後に岡本副理事長より、閉会の挨拶が
あり、19時50分お開きとなった。

（報告：大印工組事務局）

平成２９年度 第3回 組織サービス委員会

今後の事業について
報告・検討
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青山印刷紙工株式会社  青山 大生（東支部）

は
じ
め
に

　

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。現
在
ゴ
ル

フ
猛
特
訓
中
の
青
山
印
刷
紙
工
株

式
会
社
、青
山
大
生
と
申
し
ま
す
。

「
大
生
」と
書
い
て「
ひ
ろ
き
」と
読

み
ま
す
。す
で
に
セ
ミ
ナ
ー
や
委
員

会
な
ど
で
ご
存
知
の
方
や
、初
め
ま

し
て
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

こ
の
機
に
覚
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
は
じ
め
に
弊
社
に
つ
い
て
簡
単
に

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

弊
社
は
昭
和
３０
年
に
祖
父
の
青

山
時
英
が
個
人
経
営
と
し
て
青
山

紙
器
工
業
所
を
始
め
ま
し
た
。当
初

弊
社
に
は
、印
刷
機
が
な
く
身
蓋
箱
、

組
箱
な
ど
の
紙
箱
を
製
造
し
て
お
り

ま
し
た
。昭
和
44
年
に
菊
全
１
色
機

を
導
入
し
、青
山
印
刷
紙
器
工
業

所
と
社
名
を
変
更
し
て
か
ら
は
徐
々

に
厚
物
の
印
刷
の
仕
事
が
増
え
、お

客
さ
ま
に
提
供
で
き
る
商
品
も
増

え
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
48
年
に
、祖
父
か
ら
父
肥
弘

へ
代
替
わ
り
を
し
、私
が
生
ま
れ
る

１
年
前
の
昭
和
63
年
に
小
森
の
菊

全
印
刷
機
を
導
入
、そ
れ
を
機
に
法

人
化
し
、青
山
印
刷
紙
工
株
式
会

社
に
社
名
変
更
し
ま
し
た
。印
刷
の

下
請
け
だ
け
で
な
く
、商
品
の
企
画

か
ら
制
作
ま
で
行
う
企
画
制
作
会

社
と
し
て
方
向
転
換
し
た
の
も
こ
の

頃
で
し
た
。

　

現
在
で
は
、0・85
ミ
リ
ま
で
の
厚

物
印
刷
を
中
心
に
、商
品
パ
ッ
ケ
ー

ジ
や
什
器
、サ
ン
プ
ル
ブ
ッ
ク
な
ど
の

製
品
を
企
画
か
ら
印
刷
、制
作
ま
で

ト
ー
タ
ル
に
て
行
い
、お
客
さ
ま
に
提

供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

新
規
事
業
と
も
の
づ
く
り

補
助
金
制
度
の
活
用

　

弊
社
は
紙
媒
体
以
外
の
も
の
づ

く
り
に
も
チ
ャレ
ン
ジ
し
よ
う
と
2
年

ほ
ど
前
に
ミ
マ
キ
フ
ラ
ッ
ト
ベ
ッ
ド

U
V
イ
ン
ク
ジェッ
ト
プ
リ
ン
タ
を
導

入
し
ま
し
た
。仕
事
の
内
容
は
、結

婚
式
で
渡
す
プ
チ
ギ
フ
ト
への
印
刷

や
、自
社
の
P
R
で
使
う
販
促
物
へ

の
印
刷
案
件
が
多
く
、小
ロ
ッ
ト
で

は
あ
り
ま
す
が
、か
ね
て

よ
り
ギ
フ
ト
市
場
へ
の

魅
力
と
可
能
性
を
感
じ

て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
印
刷
だ
け
で

な
く
さ
ま
ざ
ま
な
形
に

加
工
が
で
き
れ
ば
商
品

と
し
て
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
増
え
る
と
考
え
、昨

年
、木
材
や
ア
ク
リ
ル
な

ど
の
硬
質
な
素
材
も
自

由
自
在
に
カ
ッ
ト
で
き
、

彫
刻
も
可
能
な
G
C
C

社Spirit
G
LS

レ
ー

ザ
ー
加
工
機
を
導
入
す

る
計
画
を
立
て
て
い
た

矢
先
、偶
然
に
も
株
式

会
社
モ
ト
ヤ
さ
ん
か
ら

平
成
２８
年
度
革
新
的

も
の
づ
く
り
・
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
開
発
支
援
補

助
金
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。こ
こ
ぞ
と
ば
か
り

に
応
募
し
ま
し
た
が
、本

当
に
事
業
計
画
書
の
書

き
方
も
ま
っ
た
く
分
か

ら
な
い
状
態
で
し
た
。

　

さ
ら
に
詳
し
く
話
を
聞
く
と
事

業
計
画
書
に
は
、な
ぜ
こ
の
機
械
を

選
ん
だ
の
か
、こ
の
機
械
を
使
って
何

を
し
た
い
か
、誰
に
売
る
の
か
、ど
れ

だ
け
売
り
上
げ
に
つ
な
が
る
の
か
な

ど
を
、説
得
力
の
あ
る
も
の
に
仕
上

げ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
、ま
ず

応
募
自
体
が
初
め
て
で
右
も
左
も

まっ
た
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
悩
ん
で
い
る
な
か
、モ
ト
ヤ
さ
ん
の

担
当
の
方
に
弊
社
に
何
度
も
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、こ
ち
ら
の
考
え

を
丁
寧
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
、過
去
の

経
験
を
も
と
に
伝
わ
り
や
す
い
書
き

方
や
、細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
陰
さ
ま
で
計
画
書
を
か
な
り

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
で
き
、他
の
応
募

企
業
に
も
負
け
な
い
魅
力
的
な
計

画
書
が
完
成
し
、結
果
、も
の
づ
く

り
補
助
金
の
小
規
模
型
に
め
で
た

く
採
択
と
な
り
ま
し
た
。今
回
応
募

し
た
こ
と
で
自
社
の
振
り
返
り
も
で

き
ま
し
た
し
、今
後
の
方
針
も
定
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、得
る
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。ご
協
力
い

た
だ
い
た
モ
ト
ヤ
さ
ん
や
協
力
会
社

さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
で
す
。

　

ご
自
身
で
計
画
書
を
書
か
れ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、初
め
て

の
方
は
、数
多
く
の
印
刷
機
器
を
取

り
扱
っ
て
い
る
株
式
会
社
モ
ト
ヤ
さ

ん
や
印
刷
業
界
に
詳
し
い
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
の
株
式
会
社
G
I
M
S
さ

ん
な
ど
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
会
社

も
数
多
く
あ
り
、各
社
と
も
に
経
験

も
豊
富
な
の
で
ま
ず
は
ご
相
談
さ
れ

て
も
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

先
代
か
ら
変
わ
ら
ぬ
想
い
を

自
分
へ
、そ
し
て
未
来
へ

　

祖
父
が
創
業
し
て
か
ら
60
年
余

り
、変
わ
ら
ず
厚
物
に
特
化
し
て
パッ

ケ
ー
ジ
や
印
刷
物
を
生
産
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、現
在
の
代
表
で
あ
る

父
は「
必
要
と
し
て
い
る
も
の
が
同

じ
で
あ
って
も
、求
め
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
は
お
客
さ
ま
に
よ
って
千
差
万
別

で
ま
っ
た
く
違
う
。単
な
る
印
刷
会

社
で
は
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
顧
客
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
お
客
さ
ま
の

満
足
に
繋
が
る
。相
手
が
本
当
に
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
、見
極
め

て
提
供
し
な
さ
い
」と
よ
く
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

例
え
ば
、弊
社
で
生
産
し
た
靴
箱

を
あ
る
靴
メ
ー
カ
ー
の
下
請
け
さ
ん

へ
納
品
し
て
お
り
ま
す
が
、生
産
し
た

箱
を
す
ぐ
に
出
荷
で
き
る
よ
う
約
10

万
足
分
を
弊
社
で
在
庫
確
保
し
、毎

日
１
０
０
枚
２
０
０
枚
と
いっ
た
小

ロッ
ト
で
各
拠
点
へ
配
達
を
し
て
お
り

ま
す
。毎
日
配
達
す
る
の
で
、配
達
部

門
が
あ
り
人
も
配
備
し
て
お
り
、保

管
場
所
や
人
件
費
、交
通
費
も
か
か

り
ま
す
が
毎
日
先
方
と
顔
を
合
わ

し
ま
す
し
、お
困
り
ご
と
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
解
決
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

満
足
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ご
く
普
通
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い

ま
す
が
、最
終
的
に
相
手
に
喜
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
す
べて
で
、私
は
こ

の
当
た
り
前
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
痒
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
、つ
ま
り

相
手
の
お
困
り
ご
と
に
気
づ
き
解
決

し
て
さ
し
あ
げ
る
こ
と
が
本
当
の
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
い
ま
す

し
、小
規
模
で
も
青
山
印
刷
は
そ
れ

が
で
き
る
人
の
集
団
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
「
お
客
さ
ま
の
細
か
な
悩
み
に
気

づ
き
、お
応
え
す
る
」こ
の
想
い
を
祖

父
か
ら
父
へ
、父
か
ら
私
へ
と
継
承

し
、そ
の
次
へ
繋
げ
る
た
め
に
よ
り
磨

き
を
か
け
て
い
く
こ
と
が
自
分
の
役

目
だ
と
感
じ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も「
感

動
を
与
え
ら
れ
る
商
品
と
共
に
よ
り

良
い
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
す
る
」と
い

う
理
念
の
も
と
、精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
至
ら
ぬ
と
こ

ろ
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
、今
後
と
も

皆
さ
ま
の
熱
い
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新たな挑戦と想いの継承
ものづくり補助金を活用し、新しい可能性を掴む

■企業データ
社　名：青山印刷紙工株式会社
大阪本社：〒536-0023
　　　　大阪市城東区東中浜９丁目１０-８　
　　　　電話06-６９６１-３２９２ 
　　　　FAX06-６９６７-１１２９
創　業：昭和６３年２月１日
資本金：1,000万円　
代表者：代表取締役社長 青山肥弘
U R L：http://www.aoyama-pp.com

弊社にてデザイン、生産、検品まで

左から私、姪、父（奈良宝山寺）ＵＶインクジェットにて印刷

鶏と戯れる弊社代表（父）

17 16

11月導入レーザー加工機Ｓpirit ＧＬＳ

〈
60
発
目
は
㈱
富
士
美
術
さ
ん
で
す
〉
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辛口料理界で伝説だったあの「ハチ」の味を忠実

に再現しようと奮闘するママの真摯な姿勢が当

時の常連客の支持や支援を生み、いまや元祖を

も上回るのでは？と評価を得るまでに進化した。

メニューはもちろんカレーのみ。（辛さは3段階）

月・水・金だけの営業日は、禁断症状を訴える患

者？が昼前から続々と駆け込む。買い手に媚びず、

「一点突破」に「絞り込み」。怪しげな階段を上がっ

たその奥に、マーケティングの理想形があった！

あいまい
大阪市北区天神橋2-21-28　永井ビル2F

 スパイシーカレーの最高峰。
 病的なマニアを虜にする
「絞り込み」戦略が見事！

PRI・O グルメレポート カレー店 篇

投稿者：田畑 良一

株式会社SEIUNDO（北支部）

経営トップの
決断と実践経緯を学ぶ

JP産業展協会

　ＪＰ産業展協会（西井幾雄会長）主催による「ＪＰ２０１８・
ICTと印刷展」前期セミナーが９月19日、大阪市都島区
の太閤園で開催されました。
　「進化共有」をテーマに掲げて開催された今回のセミ
ナーは、「何をどのような方法で取り組めば良いのか」、
その正解がない環境下で考え方の指針となる道筋を
考えていくための情報提供を主旨に、来年４月18・19日
の２日間、マイドームおおさかで開催される「ＪＰ２０１８・
ICTと印刷展」の開催コンセプトを示す内容となり、参
加者の関心を集めました。

　当日は高度発展するデジタル機械を導入して造り上
げる印刷物の形態と、その生産工程の在り方をどのよ
うにデザインするのかについて、先駆ける企業３社の経
営者の「収益確保」「需要創造」「市場の創出」に賭け
る考え方が、正解のない業界にひとつの指針をもたらす
ものとなりました。

印刷経営のなかの不確かな部分を確実にするための提唱が披露された

経営理念の共有とデジタライズな
見える化について講演する松岡祐司氏

　セミナーは３部構成で、１部では「デジタライズ『見え
る化』の導入と実践効果を考える」をテーマに松岡祐
司氏(㈱アサプリホールディングス社長)が多種多様な
仕事を複数の企業、複数の設備で効率生産する謎を
解いたほか、２部では「マーケティングを基本に既存需
要を変化させる」をテーマに山本久喜氏(東洋美術印
刷㈱社長)が、３部では「オフ印刷業界が取り組むフレキ
ソ印刷市場の開拓」をテーマに浅野健氏(㈱金羊社会
長)が講演されました。

　各講演ともに参加者にとって、印刷経営のなかの不
確かな部分を確実にするためのヒントが得られる内容と
なりました。
　セミナー終了後は情報交流会が催され、西井幾雄ＪＰ
産業展協会会長があいさつしたあと、吉田忠次大阪
府印刷工業組合前理事長の発声で乾杯し、歓談に移
りました。宴たけなわの頃、作道孝行大阪府印刷工業
組合理事長の中締めで散会しました。

情報交流会では大印工組前理事長吉田忠次氏の発声で乾杯し、懇親を深めた

マーケティングを基本に既存需要を
変化させる重要性を解説する山本久喜氏

新技術に挑戦した
経緯を発表する浅野健氏



lose-up ompanyC Cクローズアップ カンパニー
株式会社モリサワ
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大阪府中小企業団体中央会レポートINFORMATION

　大阪府中小企業団体中央会（尾池良行
会長）は、去る９月１１日（月）午後２時から、
中央区の「マイドームおおさか」で第５９回
中小企業団体大阪大会を開催した。
　まず、基調講演では、大阪瓦斯株式会社
代表取締役会長の尾崎裕氏より「変化と進
化～総合エネルギー企業に向けて」をテー
マに①事業拡大の歴史 ②２０３０年を見据
えて ③大阪・関西の活性化について話さ
れた。

　その後、大会議事として、議案審議・採
決、決議・宣言、大阪府中小企業再生緊急
アピールと続き、最後に表彰式が行われ、
知事表彰１５名、中央会会長表彰１０組合、
組合経営功労者表彰１０３名に表彰状と記
念品が手渡された。うち大印工組からは、

安平健一常務理事（北親支部）・川畑利之常
務理事（北支部）・高橋孝一理事（生栄支
部）・中村増壽夫理事（東大阪支部）・山形勇
仁理事（八尾南支部）の５名が組合経営功
労者として表彰された。

（報告：大印工組事務局）

中央会「組合経営功労者」、
大印工組より５名が表彰される

左から作道理事長、高橋理事、中村理事、山形理事

お申し込み・お問い合わせ

22PRI・O  2017.11
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PRI・O Music-Review私の思い出・この一曲！

思い出の一曲をっ？と聞かれても困っ
たもんだ。好きな曲？はもっとたくさん
ありすぎる。思い出の曲となると色恋沙
汰に関わる曲を挙げたいとこだが、そ
れは私の中の小さな私がやめとけと囁
くのでやめとこう…。
中学１年になり上の兄が高校を出たあ
との部屋に私が居座る。兄が残したレ
コードが数十枚、何気に聴いた洋楽
（ビートルズ）だ。それまで耳にしたこと
もあったが、目の前でステレオを通して
流れるビートルズの曲が、なぜか急に
大人になったようなイメージを与えてく
れた。そう“LET IT BE”。その後、中学生
の私はビートルズの名曲を朝飯代わり
というくらい起きたら必ず聴いて登校。

これをきっかけに洋楽を中心に聴き出
した。ビートルズ～ロック～プログレ～
ヘヴィメタ～ジャズ（途中：松田聖子と
スネークマンショーも聴きながら（笑））。
ギターを買ってキーボードを買って、大
きな音量で聴いて歌って演奏して…。い
ろんなアーチストのコンサートへ行って
（クイーンは２回行ったかな？）。
そんな、私と同じ60年～70年代に生ま
れた人は、当時レコードを買いあさった
り友達にカセットテープに録音しても
らったり、同じようなシンパシーを感じる
方たくさんいますよね！！！

投稿者：坂本 一行
株式会社コンパス（北支部）

朝飯代わりにビートルズ

【１級】10名 
平成２9年度 オフセット印刷作業 技能士合格者名簿（敬称略）
 

【２級】11名

※平成２9年度 オフセット印刷作業技能検定 受検結果    

平成29年度 オフセット印刷作業
技能検定 合格者発表

　平成２9年度前期技能検定の合格者が大阪府職業能力開発協会より9月29日（金）に発表され、オフセット印刷
作業においては下記のとおり、１級１０名・２級１１名、合計２１名が新たに技能士に認定されました。

1級
実技試験
2級 計 1級

学科試験
2級 計 1級

技能士認定
2級 計

18受検者数 25 43 15 23 38 21 29 50
10合格者数 19 29 11 11 22 10 11 21
55.6合格率（％） 76.0 67.4 73.3 47.8 57.9 47.6 37.9 42.0

㈱宝文社 
㈱宝文社 
㈱日宣印刷 
㈱ホーナンドー 
日立マクセル㈱  

丸山　浩司 
稲毛　槙吾 
井内　孝昭 
上畠　　明 
足立　哲也 

青葉印刷㈱ 
㈱坂井印刷所 
相互印刷㈱ 
小倉美術印刷㈱ 
鴻池印刷㈱ 

宮﨑　和也 
津田　紘志 
東　　祐輝 
井手　裕之 
松澤　一輝 

㈱和気 
㈱和気 
㈱和気 
清水産業㈱ 
㈱明光舎印刷所 
㈱ケーエスアイ  

田中　秀明 
岩嵜　達哉 
國政　祐太 
三宅　耕司 
寺井美音男 
戸根　　峻 

小倉美術印刷㈱ 
富士精版印刷㈱ 
太成二葉産業㈱ 
㈱エイト 
㈱エイト  

山本　慎治 
森垣　秀郁 
柏木　雅彰 
福永　正人 
横浜　義大 

平成29年度 第３回 組合員例会 開催のご案内
例会セミナー  顕在化しない需要に目をつけ、企業･地域との協業がポイント

「地域の課題をビジネスに繋げる需要創造型企業へ！」
開催日時：

１７：００～２１：００（１６：３０より受付開始）
11月21日［火］ 会　　場：

大阪市都島区網島9-10 TEL.06-6353-1110
太閤園
（第１・２部）別館 ガーデンルーム
（第３部）交流会 迎賓館３階 ダイヤモンドホール

対 象 者： 組合員・関連企業・組合活動内容を知りたい方

【第１部】 第３回 組合員例会 １7：００～17：４０ ／ ＭＵＤグランプリ表彰式 １7：４０～18：20
【第２部】 例会セミナー １８：３０～２０：００　
【第３部】 交流会（立食・軽食） ２０：１０～２０：５０

参 加 費： 一般・組合員 ３，０００円
　　　　  〈第１部～第３部のすべてのプログラムを通しての金額です〉
　　　　  学生・学校関係者 無料

主役はあなたです！ 組合企業の熱い期待、熱い情熱にお応えします。

スケジュール

お申し込み・お問い合わせ／大印工組事務局 TEL.06-6353-3035
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組織サービス委員会
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　福島支部(谷口晴彦支部長)は9月9日
（土）、恒例の緑陰講座を「みのお山荘風の杜」
において18名の組合員が集い開催した。

　当日は10時10分に阪急箕面駅に集合。
送迎バスで会場に到着。10時45分から経
営教育委員会 小林委員長の司会で開会
した。今年は経済産業省近畿経済産業局 
達脇俊介調査官を講師に迎え「健康経営
の推進に向けて」と題して1時間のセミナー

を行った。こちらは昨年の「中小企業の健
康経営」に引き続き従業員の健康管理に対
して、「個人任せ」ではなく、「企業として」取
り組むことが将来的に収益性などを高める
投資であるという考えのもと、「健康経営優
良法人」の認定を目指して福島支部全体で
取り組んでいるテーマである。
　今回は具体的に申請までのステップと
必要な取り組みを解説していただいた。ま
た、高齢者社会での社会保障給付費の推
移や生活習慣病関連が占める診療費の割

合からも、若い頃から予防や早期診断・早
期治療を重点化することで健康寿命を延
伸し平均寿命との差を縮めることの重要
性を学んだ。
　セミナー終了後、各委員会より告知や進
捗状況の説明があり12時過ぎより見晴ら
しの良い露天風呂に浸かりリフレッシュし、
中上副支部長の乾杯で懇親会へと移った。
旬の食材をあしらった料理とお酒に話も弾
み、例会や支部行事のお誘い、仕事の相談
など有意義な時間を過ごし15時に散会と
なった。

（㈱中川印刷所 中川敏之）

緑陰講座 福島支部

達脇講師 谷口支部長

支部だよりINFORMATION

会場「風の杜」

セミナー風景
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支部だよりINFORMATION

平成29年度 第2回 ゴルフコンペ なにわ支部

　なにわ支部の平成29年度 第2回ゴルフ
コンペが、9月10日（日）にグランデージゴ
ルフ倶楽部にて開催された。今回は4組13
名が参加、またオブザーバーとして天親支
部の（株）太陽印刷所 森川社長にもご参加
いただいた。
　当日は秋を感じる非常に爽やかな快晴

のもと、和気あいあいと楽しい雰囲気でプ
レーを終えることができた。コンペはダブ
ルぺリア方式で競われ、イシイ（株）石井社
長がグロス90、ネット75という成績で優勝
となった。
　「本日は良きパートナーに恵まれました。
お世話いただいた幹事さまにお礼申し上

げます」との優勝コメント。
　準優勝には、大阪シーリング印刷㈱松口
社長、3位には、阪本印刷㈱上田常務がそ
れぞれ輝いた。

（キタグチ印刷㈱ 北口忠英）

　9月10日（日）平成29年度、東和支部ゴ
ルフコンペが東条ゴルフ倶楽部にて、東和
支部青年クラブと賛助会員様からもご参
加いただき、3組11名で行われた。一日中
晴天にに恵まれ、9月といえども日焼けの
痕がくっきり残るほど、暑いコンディション
ではあったが、天候以上に白熱したゴルフ
コンペとなった。
　肝心の成績は、第3位に作道印刷㈱長谷
川部長、第2位に八尾印刷㈱八尾社長、

優勝は運良くハンデキャップに恵まれ、
小生が獲得となった。
　「本日は素晴らしい天候のもと、作道理
事長はじめメンバーの方々に恵まれ、優勝
することができました。皆さまととても楽し
く、常に笑いが絶えない感じでプレーさせ
ていただき、とてもリラックスして、ゴルフ
に専念することができました。ありがとうご
ざいました」（五十嵐）

　コンペ終了後のパーティーは、コンペが
白熱したせいか、和やかな雰囲気で盛り上
がり、大変楽しい時間となった。早くも次年
度に向けて参加表明もいただき、もっと多く
の参加者が集うコンペにするべく、より一層
濃い内容にしていきたいと思います。

（伸光洋紙㈱ 五十嵐貴俊）

支部だよりINFORMATION

平成29年度 ゴルフコンペ 東和支部

第2位＆ベスグロ賞 八尾印刷㈱ 八尾社長（右）優勝 伸光洋紙㈱ 五十嵐（左）

スタート前集合写真 スタート前集合写真コンペ終了後のパーティー

第3位 作道印刷㈱ 長谷川部長（右） 優勝の石井社長 準優勝の松口社長（右） 3位の上田常務（左）

作道理事長 挨拶 松本支部長 挨拶

コ ン テ ン ツ 制 作 ・メ デ ィ ア 開 発

登録商標
第516273176

話題のAR付
印刷ツールで
貴社のお客様へのご提案に協力いたします。

大阪市北区天満1 9 19
Tel:06 6351 7271
Fax:06 6352 7479

大阪
本社

東京都港区浜松町1 2 1
Tel:03 3433 5211
Fax:03 5776 7733

東京
支社

京都市左京区田中下柳1 5日の出ビル202号
Tel:075 706 6061
Fax:075 706 6063

京都
オフィス

URL：http://www.naniwa.com

ARアプリ
「あるぞうくん」®の
操作方法の動画は
こちら

順 位 氏 名 ネット
優勝 伸光洋紙㈱  五十嵐

八尾印刷㈱  八尾社長
作道印刷㈱  長谷川部長

＊ベスグロ賞 八尾印刷㈱八尾社長

72.4
73.2
73.8

HDCP
21.6
10.8
19.2

グロス
94
84
93

２位
3位
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◆
10
月
定
例
会
報
告

31 30

12
月
定
例
会
は
12
月
5
日（
火
） 18
：
30
〜
大
青
協
見
学
希
望
の
方
は

大
印
工
組
・
平
塚
ま
で

（
０
６

－

６
３
５
３

－

３
０
３
５
）

▲ 

定
例
会

▲ 

懇
親
会

　
今
回
、１２
社
目
と
な
る
会
社
見
学
の
白
石
封
筒

工
業
㈱
様
は
、明
治
43
年
に
創
業
さ
れ
た
、オ
リ
ジ

ナ
ル
封
筒
の
企
画・デ
ザ
イ
ン
か
ら
印
刷・製
袋
ま

で
を
一
貫
体
制
で
行
う
封
筒
印
刷
の
プ
ロ
フ
ェッ

シ
ョ
ナ
ル
で
す
。

　
普
段
見
る
こ
と
の
な
い
封
筒
の
製
造
工
程
を
興

味
深
く
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、ス

マ
ー
ト
看
板
や
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
で
の
プ
ラ
ス

テ
ィッ
ク
の
加
工
な
ど
、新
た
な
取
り
組
み
も
始
め

ら
れ
て
い
て
よ
い
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

定
例
会
で
は
、１0
月
21
日（
土
）に
和
歌
山
で
開

催
さ
れ
る
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
進
捗
状
況
の

報
告
か
ら
始
ま
り
、司
会
な
ど
の
決
定
事
項
、お
よ

び
中
央
会
様
と
の
連
携
や
今
後
の
関
係
構
築
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、来
年
の
２
月
に
迫
っ
た「Print

N
ext 

2018

」の
進
捗
に
つ
い
て
、企
画・広
報・総
務
の
各

部
会
よ
り
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。企
画
部
会
よ

り
、「
親
子
で
語
ろ
う
未
来
の
印
刷
」の
募
集
状
況

や
司
会
の
決
定
と
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

報
告
、広
報
部
会
よ
り
Ｆ
Ｂ
を
使
っ
た
Ｐ
Ｒ
活
動
計

画
の
報
告
、総
務
部
会
よ
り
協
賛
金
の
状
況
報
告
、

お
よ
び
集
客
に
つ
い
て
各
議
員
に
各
支
部
へ
の
広

報
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　
場
所
を
変
え
て
の
懇
親
会
は
、白
石
封
筒
工
業

㈱
様
か
ら
徒
歩
30
歩
の「
わ
ら
い
」で
行
い
ま
し
た
。

当
日
、誕
生
日
だ
っ
た
宗
次
議
員
の
乾
杯
で
始
ま

り
、話
題
は「Print

N
ext2018

」の
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
ど
う
盛
り
上
げ
て
い
く
か
な

ど
話
に
花
が
咲
き
、最
後
は
渡
辺
議
員
の
一
本
締

め
に
よ
り
大
盛
況
の
う
ち
に
10
月
の
定
例
会
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
。　　
　

 （
報
告
者 

工
藤
裕
介
）

開
催
日
時
／
10
月
3
日（
火
） 

17
時
〜

場　
　
所
／
白
石
封
筒
工
業
㈱（
東
大
阪
市
高
井
田
）

参
加
人
数
／
19
名

▲ 

会
社
見
学（
白
石
封
筒
工
業
㈱
）



32PRI・O  2017.1133 PRI・O  2017.11

過去の栄光、今夢中になっていること、何でもOK！ 趣味や特技、資格への挑戦など、ぜひお寄せください。腕前は問いません。【原稿募集中！】

　パーカッション。ご存知の方も

いらっしゃるとは思いますが、楽

器の中ではマイナーな部類に

入るかもしれません。本来は打

楽器全般のことですので、ドラ

ムもパーカッションの類ですが、狭義においてはドラ

マーとは区別してドラム以外の打楽器をパーカッ

ションと呼ぶことが多いです。具体的な楽器名をあ

げますと、ラテン音楽でおなじみのコンガ、ボンゴ、

ティンパレスを筆頭に、カウベル、ギロ、タンバリン、

シェケレ、カバサ、カシシ、クラベスなど小物を楽曲に

よって持ち替えて演奏することが多いです。ちなみ

に私はボンゴがメイン楽器です。

　バンドにとってパーカッションの役割をひとことで

表すのであれば「盛り上げ役」ですかね。どんなバン

ドでも必要かと言われればそうではないかもしれま

せんが、ドラム以外に打楽器が加わることによってリ

ズムは複雑で豊かになります。スピード感を出して前

に前にひっぱっていくことや、アクセントを加えてドラ

マティックな曲を演出することもできます。

　現在、私が所属しています「pug27（ぱぐにじゅうな

な）」にはドラムの他にパーカッションが私を含め２名

います。ドラマーも楽曲によってはティンパレスを叩き

ますのでドラムレスでパーカッション３人で演奏する

こともあります。打楽器３名の他はサックス、トラン

ペット、トロンボーン、キーボード、ウッドベースの８人

編成で、全員本業は別に持っている社会人バンドで

す。結成17年でアルバムを4枚とシングルを2枚、7

インチレコードを2枚リリース。年間10本程度のライ

ブ活動をしています。

上
手
な
れ

好
き
こ
そ
モ
ノ
の

趣
味
人
日
記

株式会社イシダ印刷  奥地 潤（東支部）

現役パーカッショニストです

第五十五弾

ボンゴです

最新シングルと7インチレコードです

タンバリンを叩く私です

『地域おこしめっせ2017』
特別シンポジウムと

レセプション交歓会をふりかえって
　日本印刷産業連合会と大阪府印刷工業組合共催に

よる『地域おこしめっせ2017』特別シンポジウムとレセプ

ション交歓会が去る9月15日、緑豊かな庭園を誇る大阪

市都島区の太閤園に約70名が参加し開催された。観光

庁、経済産業省近畿経済産業局、大阪市および大阪商

工会議所の後援をいただき、日本の地域おこしをまさに

印刷産業がリードする新たな仕組みの幕開けともいえる

だろう。

　特別シンポジウムは、まず東京理科大学専門職大学

院の生越由美教授より、地域ブランド戦略と地域創生に

関する基調講演が行われた。日本の各地の特産品の多

くが国内販売に留まっているが、パルマハムやボルドーワ

インをはじめ欧米諸国の各地域の特産品が国際ブラン

ドとして、それぞれが1000億円の経済規模を確立してい

る点を指摘し、ブランディングの重要性を説明するととも

に、日本のブランドに対する意識の低さなどを鋭く分析さ

れた。日本の地域ブランド力を強化していくための具体

例を示され、大いに参考となった。

　シンポジウムの後半は、第一印刷（株）西原孝太郎氏、

兵庫県立大学大学院准教授 秋山秀一氏、凸版印刷

（株）山本小百合氏、秋田印刷製本（株）大門一平氏によ

基調講演・東京理科大学専門職大学院 生越由美教授

経産省近畿経済産業局 松本じゅん室長補佐 観光庁 太田雄也課長補佐

る3件の事例報告のあと、生越教授も加わりパネルディ

スカッションを開催（モデレータ：日印産連 大島）。地域創

生やブランディング成功の勘所を披露し、参加者の共感

を得た。

　シンポジウム終了後は、観光庁観光地域振興部観光

資源課の太田雄也課長補佐、経産省近畿経済産業局

クリエイティブ産業ユニットの松本じゅん室長補佐、（株）

電通関西支社日下慶太氏を来賓としてお招きし華やか

にレセプション交歓会を開催。日下氏による大阪商店街

活性化や「印刷」の持つ重要なメディア性への熱いメッ

セージを込めた乾杯の発声ののち、参加者相互の情報

交換を行い、成功裏にお開きとなった。『地域おこしめっ

せ2017』の素晴らしいキックオフとなった。

（報告／日印産連・大島）

パネルディスカッションより



PRI・O  2017.11

松浦 昇子氏講師：富士ゼロックス西日本株式会社 人材開発部

聴いて共有して伝える
D.D.S.S.ワークショップ

　D
.D
.S.S.（

デ
ジ
タ
ル・ド
キ
ュメ
ン

ト・サ
ー
ビ
ス
研
究
会
）は
、「
聴
い
て

共
有
し
て
伝
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、富

士
ゼ
ロッ
ク
ス
西
日
本
株
式
会
社
人

材
開
発
部
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を

開
催
し
た
。

　
一
般
的
に
営
業
に
お
い
て
は「
自
分

が
話
す
、説
明
す
る
」と
い
う
意
識
が

強
く
な
り
、お
客
様
か
ら
聞
く
、お
客

様
を
知
る
と
い
う
意
識
は
薄
く
な
り

が
ち
で
あ
る
。お
客
様
と
の
会
話
に
お

い
て「
聴
い
て
共
有
し
て
伝
え
る
」こ

と
は
非
常
に
大
切
で
あ
り
、そ
の
こ
と

が
お
客
様
を
知
る
こ
と
、良
い
提
案

を
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。社
内
の
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も「
聴
い

て
共
有
し
て
伝
え
る
」こ
と
は
基
本
で

あ
る
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
、①
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
を「
き
く
」②
お
客
様
と

「
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
」③
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た「
提
案
を
す

る
」を
体
験
し
た
。

　
①
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を「
き
く
」で

は
、二
人
ペ
ア
で「
話
す
」＆「
聴
く
」

を
繰
り
返
し
た
。聴
く
人
は「
し
ゃ
べ

ら
ず
に
聞
く
だ
け
」に
徹
す
る
が
、聞

く
姿
勢
に
よって
理
解
度
が
ま
っ
た
く

違
う
。「
漫
然
と
聞
く
」よ
り
も「
内

容
に
興
味
を
持
って
聞
く
」さ
ら
に
は

「
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
推

測
し
て
聞
く
」聴
き
方
を
し
た
ほ
う

が
理
解
度
が
深
ま
る
。

　
②
お
客
様
と「
イ
メ
ー
ジ
を
共
有

す
る
」で
は
、例
え
ば
、軽
自
動
車
の

大
き
さ
を
各
人
が
10
段
階
の
あ
る
数

値
に
置
き
換
え
た
場
合
、各
人
の
思

い
や
経
験
に
よ
り
数
値
が
ば
ら
つ
く
。

イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
に
は
、お
互
い

に
基
準
値
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
体
感
し
た
。

　
③
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
マッ
チ
し
た

「
提
案
を
す
る
」で
は
、「
企
業
」と

「
商
品
」を
ラ
ン
ダ
ム
に
選
択
し
、選

択
し
た
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
推
測
し
商

品
の
特
徴
を
マッ
チ
ン
グ
さ
せ
た
提
案

を
即
興
で
実
施
し
た
。例
え
ば「
嵐

（
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
）」に「
水
」を
提
案
す

る
、「
吉
本
興
業
」に「
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
」を
提
案
す
る
な
ど
、普
段
で
は

考
え
な
い
よ
う
な
シ
チ
ュエ
ー
シ
ョ
ン

を
つ
く
り
、商
品
の
機
能
を「
仮
想
」

し
、仮
説
を
立
て
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
。自
由
な
発
想
の
も
と

で
突
拍
子
も
な
い
提
案
な
ど
も
提
示

さ
れ
た
。

　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
通
じ
て

参
加
者
か
ら
は「
今
ま
で
に
な
い
新

た
な
発
想
が
で
き
た
」「
伝
え
る
こ
と

の
難
し
さ
が
わ
か
っ
た
」「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
と
感
じ
た
」な
ど
の
感
想
が

あ
っ
た
。（

報
告
／
D・D・S・S・事
務
局
）
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カスタマージャーニー
技術情報

郡司 秀明（公社）日本印刷技術協会（JAGAT）

　「カスタマージャーニー」は、ウェブ時代になって複雑
化している顧客の行動を捉え、マーケティングの成果を
アップするために役立つ考え方だ。かつては行動を画
一化したマスマーケティングが主流だったが、One to 
Oneマーケティングのように多様なアプローチが必要
になって（ウェブを使用すれば個々のアプローチも可能
になると）、カスタマージャーニーがよりクローズアップさ
れるようになった。
　そして、このような複雑化したマーケットに対応するよ
うに生まれた仕組み（ソリューション）が、マーケティング
オートメーション（MA）であり、MAの具体的な行動を決
定する前提になるのがカスタマージャーニーだ。さまざ
まなターゲットがそれぞれの状況で種々の行動を起こす
パターンがカスタマージャーニーで、具体的には「この
タイミングでこういうアクションを起こし」「それに対して
どうリアクションするか？」という方法を可視化したプロ
セスである。
　カスタマージャーニーをひと言でいうと「顧客が購入
に至る過程を旅に例えたもの（プロセス）」である。それ
をマップ化したもの、顧客がどのように商品やブランドと
接点を持って認知し、関心を持ち、購入意欲を喚起され
て購買や登録などに至るのかという道筋を旅に例え、
顧客の行動や心理変化を時系列的に可視化したもの
をカスタマージャーニーマップと呼ぶ。実際にはマップ
を作成して、これで施策を練るわけだ。
　ウェブをはじめとしたデジタルメディアやSNS、ウェブ
通販などの普及により、多くの企業環境が変化してい
る。売り上げを伸ばすためには、良い製品やサービスを
作ることが重要であるが、それらを顧客に認めてもらう
ためには、消費者意識や行動を理解&対処することも
必要だ。
　「顧客がいかにして自社の製品やサービスを知るの
か？」「競合他社と比較して、自社の製品やサービスは

どのような面で優れている（または劣っている）のか？」
「顧客はどういった点を重視して購買に至るのか？」と
いった、消費者行動や顧客体験を理解・共有する必要
がある。
　そして自社のビジネスやマーケティングを顧客に知っ
てもらい、その結果、選択してもらうために、カスタマー
ジャーニーマップは不可欠な存在となっているのだ。カ
スタマージャーニーマップの仕様は商品やサービス、ブ
ランドイメージなどによってさまざまだが、製品やサービ
スに対して潜在的な興味・関心を持つ顧客が「どのよう
な人物であるのか？」マーケティング用語でいう「ペルソ
ナ」を設定する必要がある。
　「ペルソナ」とはマーケティングにおいて、「企業が提
供する製品・サービスにとって重要で象徴的なユー
ザーモデル」の意味で使われている。ペルソナは氏名、
年齢、性別、居住地、職業、勤務先、年収、家族構成と
いう定量的なデータだけではなく、生い立ちから、身体
的特徴、性格的特徴、ライフスタイル、価値観、趣味
嗜好、消費行動や情報収集行動などの定性的デー
タを含めて、あたかも実在するかのような人物像を設
定する。
　かつての欧米型マーケティング理論では、「いくらお
金を持っているか」が一番重要な情報だった。ところが、
最近のデジタルマーケティングになると、人間関係など
の日本的な定性的価値観が注目されているともいえる
のも皮肉な話である。
　横町にある呉服屋の女将さんが足をくじいて買い物
に出られないとしたら、昔だったら御用聞きに行ったらよ
いということになるだろうし、現在なら買い物代行サービ
スという商売が流行っている。IT時代の時間のないエ
リート層にはアジアで大受けらしいが、こんな情報が重
みを増しているということである。
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こ
れ
ま
で
連
載
を
と
お
し
大
阪
24
区
を

歩
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。今
さ
ら
で
す
が

大
阪
の
歴
史
の
深
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
書
紀（
7
2
0
年
）の
神
武
天
皇

の
段
に
、「
天
皇
、難
波
の
碕
に
至
る
と
き

奔
き
潮
有
り
て
太
だ
急
ぎ
会
い
ぬ
因
り
て

名
づ
け
て
浪
速
の
国
と
す
る
」と
書
か
れ
て

い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
た
いへ
ん
古
い
書
物

の
中
に
も
、「
難
波
」、「
浪
速
」の
文
字
が
み

ら
れ
ま
す
。で
は「
大
阪
」の
地
名
は
ど
こ
か

ら
来
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

天
王
寺
区
逢
坂
1
丁
目
の「
公
園
北

口
」交
差
点
か
ら
天
王
寺
区
四
天
王
寺

1
丁
目
の「
四
天
王
寺
」交
差
点
に
か
け
て

の
国
道
25
号
線
東
西
の
坂
は
、天
王
寺
七

坂
の
中
の
一
番
南
に
あ
る「
逢
坂
」で
す
が
、

こ
の
坂
は
飛
鳥
時
代
、仏
教
を
広
め
よ
う

と
し
た
聖
徳
太
子
と
日
本
古
来
の
神
道

を
守
護
す
る
物
部
守
屋
が
激
し
く
討
論

し
た
地
と
い
わ
れ
、「
合
坂
」と
か｢

相
坂｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら「
オ

オ
サ
カ
」の
地
名
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
初
め
て｢

大
坂｣

の
文
字
が
文
献
上
に
現

れ
た
の
は
、浄
土
真
宗
本
願
寺
派
八
世
の

法
王
蓮
如
上
人
が
明
応
5
年（
1
4
9
6
）

上
町
台
地
に
大
坂
御
坊
の
建
設
に
取
り

掛
か
り
そ
の
一
角
に
御
堂
を
つ
く
り
、そ
こ

を
布
教
の
拠
点
と
す
る
旨
を
門
徒
に
知
ら

せ
る
手
紙
の
中
に「
東
成
郡
生
玉
之
庄

内
、大
坂
ト
イ
フ
在
所
」と
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、そ
の
地
に
石
山
本
願
寺
を
建
て

ま
し
た
が「
石
山
」と
い
う
名
称
は
、御
坊

の
建
設
時
に
礎
石
に
な
る
よ
う
な
多
く
の

石
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら「
石
山
」と
名
づ

け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
こ
の

地
が
古
代
に
難
波
宮
、長
柄
豊
崎
宮
の
建

て
ら
れ
た
場
所
で
そ
の
礎
石
が
出
た
も
の

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
難
波
宮
跡(

国
史
跡)

は
、『
日
本
書

紀
』な
ど
奈
良
時
代
の
記
録
や
文
献
な
ど

に
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、そ
の
存
在
は
長
く

不
明
の
ま
ま
で
し
た
。終
戦
７
年
後
の
昭
和

27
年（
1
9
5
2
）、日
本
陸
軍
の
用
地
で

あった
大
阪
城
周
辺
、中
央
区
法
円
坂
の
地

を
調
査
し
た
結
果
、大
化
の
改
新(

6
4
5)

後
に
築
か
れ
た
孝
徳
天
皇
の
前
期
難
波
宮

(

6
4
5
〜
6
5
5)

長
柄
豊
崎
宮
跡
地
、

聖
武
天
皇
の
後
期
難
波
宮（
7
4
4
）跡
地

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

後
に
、そ
の
蓮
如
上
人
が

築
い
た
石
山
本
願
寺
の
軍

事
面
や
地
理
的
な
面
か
ら

の
重
要
性
を
認
識
し
た
織

田
信
長
は
、11
年
間
に
わ
た

り
石
山
本
願
寺
を
攻
め
続

け
大
坂
の
地
か
ら
追
い
払
い

ま
し
た
が
、信
長
が
倒
れ
た

あ
と
、豊
臣
秀
吉
が
信
長
の

遺
志
を
つ
ぎ
大
坂
城
を
建

設
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
連
載
を
お

読
み
の
方
か
ら
、文
中
に

「
大
阪
」と「
大
坂
」の
表
記

の
混
在
が
あ
る
と
の
指
摘
を

受
け
ま
し
た
。こ
の
混
在
は
、

一
般
的
に
は
明
治
維
新
以
後

の
新
政
府
が「
大
阪
」と
記

す
る
よ
う
に
なっ
た
と
さ
れ
、はっ
き
り
統
一

さ
れ
た
の
は
明
治
10
年（
1
8
8
7
）前
後

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
織
豊
、江

戸
時
代
よ
り
明
治
維
新
ま
で
の
大
阪
の
表

記
は「
大
坂
」と
す
る
の
が
慣
例
と
な
って

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
過
日
８
月
29
日
発
行
さ
れ
ま
し

た
朝
日
新
聞
の「
大
坂
」の
表
記
が
使
わ
れ

た
記
事
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

知
っ
て
は
り
ま
っ
か
大
阪
○

連

載

「
難
波
」か
ら「
大
坂
」よ
り「
大
阪
」ま
で

「大阪」と「大坂」が混在する記事（朝日新聞、2017年8月29日掲載・レイアウト一部改変）

株
式
会
社
松
村
善
進
堂

松
村　
英
二

75

な
に
わ

な
み
は
や

み
さ
き

は
な
は

な
み

は
や

い
そ

あ

よ

な
に
わ

株式会社コンパス
大阪市北区天神西町 7-8〒530-0045
http://www.584.co.jp

引き出しの多い印刷会社です。

お問い合わせ先
大印工組 事務局 TEL.06-6353-3035

〈納入規定〉A4サイズ以下 + 1点 200g以内
※複数枚のDMであってもホチキス止めなどしてあれば、
　1点とみなします。
※内容等によっては、お受けできない場合があります。

PRI・Oの「パケットサービス」
大印工組 広報誌

貴 社 の
D M を 同 封 、
組 合 員 企 業 に
届 け ま す！

約 円60,000税込

発送月の
前月25日までに
貴社DMを
事務局へ納入

大印工組
事務局へ
お申し込み

貴社DMを
PRI・Oに同封

毎月5日ごろ
貴社DMが
組合員企業に到着
※到着日は前後する場合があります。

21～100g ＠200円　 101～200g ＠300円

1点 20gまで  ＠100円 × 組合員数
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（順不同）著名営業案内

（株）NPCコーポレーション

北区天満1-9 -19
TEL.6351-7271
FAX.6352-7479

青 葉 印 刷（株）

都島区中野町2-10-11
TEL.6351-5428
FAX.6351-5299

邨田印刷紙器（株）

福島区鷺洲2-5-30
TEL.6451-1051
FAX.6451-3386

寿 印 刷（株）

西淀川区歌島1-4-4
TEL.6471-3434
FAX.6472-9840

カンナル印刷（株）

淀川区十三本町3-4-23
TEL.6303-7400
FAX.6301-2999

富士精版印刷（株）

淀川区西宮原2-4-33
TEL.6394-1181
FAX.6394-1199

カキモト化工（株）

門真市月出町9-10
TEL.6901-3821
FAX.6905-9248

白石封筒工業（株）

東大阪市高井田中4-1-22
TEL.6789-0018
FAX.6789-0028

キ ハ ラ 工 芸（株）

中央区内淡路町2-1-10 
TEL.6943-7955
FAX.6943-7958

松 本 印 刷（株）

中央区上町1-15-36
TEL.6762-9151
FAX.6762-7292

賛協社レーベル印刷（株）

東成区東中本1-9-4
TEL.6976-0216
FAX.6976-5624

ブラザー印刷（株）

東成区深江南2-8-35
TEL.6972-7781
FAX.6981-0553

サン美術印刷（株）

東成区東今里2-15-30
TEL.6976-0231
FAX.6978-2807

大 兼 印 刷（株）

天王寺区清水谷町15-20
TEL.6762-4131
FAX.6762-5815

（株） 一 心 社

天王寺区大道1-14-15
TEL.6771-1121
FAX.6772-6970

グラフィックアーツ大阪（株）

東大阪市菱屋西6-2-23
TEL.6789-1001
FAX.6789-1009

大阪印刷工業（株）

八尾市若林町2-114
TEL.072-949-3777
FAX.072-949-6843

（株）美 生 社

西成区出城1-7-4
TEL.6647-8555
FAX.6647-3176

（株）ケーエスアイ

西成区南津守7-15-16
TEL.6652-8000
FAX.6652-8894

奥 村 印 刷（株）

阿倍野区王子町1-11-17
TEL.6624-8111
FAX.6624-1773

岩 岡 印 刷（株）

住之江区中加賀屋4-2-10
TEL.6685-5221
FAX.6685-5634

昌 和 印 刷（株）

平野区瓜破南2-4-138
TEL.6707-1051
FAX.6790-4072

ウ エ ノ（株）

淀川区西中島7-4-17
TEL.6301-1555
FAX.6301-1557

www.sansei-int.co.jp

〒550-0015
大阪市西区南堀江1-1-14  四ツ橋中埜ビル6階
TEL（06）6532-8811

株式会社サンセイ
四ツ橋オフィス

労務
相談 【ストレスチェックについて】【残業時間】【就業規則】等

11／24（金）、12／7（木）、12／21（木）

【消 費 税】【税　金】等
11／16（木）、12／14（木）税務

相談

法律
相談

お申し込み・お問い合わせ
大印工組事務局

◉労務相談（10：00～12：00、13：00～16：00）
　50分／1人、 先着5名／各開催日
　申込締切：開催日の１週間前

◉税務・法律相談（13：00～17：00）
　60分／1人、 先着4名／各開催日
　申込締切：開催日の２日前

大阪印刷会館にて開催
予約制

TEL.０６-６３５３-３０３５
info@osaka-pia.or.jp

各種相談のご案内無料！
ぜひともご利 用ください！

労務顧問の中尾文彦先生にご相談ください。

税務顧問の森田昌宏先生にご相談ください。

【版　権】【著 作 権】【Ｍ＆Ａ】等
11／22（水）、12／20（水）
法律顧問の佐古祐二先生にご相談ください。
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たゆまぬ研究と品質管理で
高品質な製品をお届けします

高性能ＵＶ印刷用インキローラ

ゴムローラのインキ転移性とゴム劣化性を従来品より大幅に
改善することにより、高品質な印刷物が安定して得られます。
また長期間使用できますのでコスト削減も可能です。

アバントＵＶシリーズ




